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18かしはら市議会だより

２２
．
２２
％
で
あ
っ
た
。
差
し
押
さ

え
件
数
は
２８
年
度
で
３
２
０
件
、

処
分
額
９
，
６
９
５
万
７
，
０
０

０
円
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
預
貯
金

１
０
９
件
、
給
料
等
７４
件
、
不
動

産
３２
件
、
そ
の
他
１
０
５
件
で
あ

っ
た
。
短
期
証
は
６
カ
月
証
が
７

９
２
世
帯
、
３
カ
月
証
が
３
４
１

世
帯
、
３
カ
月
証
の
留
め
置
き
が

７
６
０
世
帯
、
資
格
証
の
発
行
世

帯
が
２８
世
帯
で
あ
っ
た
。

免
除
規
定
が
な
く
、
無
収
入

で
も
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
所
得
３３
万
円
以
下
の
方
の
未

納
率
は
。

２８
年
度
現
年
課
税
分
の
未
納

は
合
計
２
，
４
３
５
件
、
未
納
税

額
１
億
６
，
２
９
０
万
２
，
１
７

６
円
で
あ
り
、
う
ち
所
得
の
な
い

世
帯
が
１
，
１
２
２
件
、
未
納
税

額
２
，
９
６
９
万
３
，
０
７
２
円
、

構
成
比
率
１８
．
２３
％
、
所
得
３３
万

円
以
下
の
世
帯
が
２
１
８
件
、
未

納
税
額
８
１
１
万
５
，
０
６
９
円
、

構
成
比
率
４
．
98
％
で
あ
る
。

申
請
減
免
の
対
応
は
。

７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減

を
行
い
、
災
害
、
生
活
保
護
、
失

業
、
長
期
の
疾
病
な
ど
に
つ
い
て
、

公
平
感
を
失
わ
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
。
県
単
位
化
後
の
減
免

の
運
用
に
つ
い
て
県
、
各
市
町
村

と
十
分
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

来
年
２
月
１３
日
か
ら
国
保
の

担
当
課
は
新
分
庁
舎
に
移
る
が
、

そ
の
体
制
は
。

制
度
改
編
が
頻
繁
に
行
わ

れ
、
子
ど
も
や
精
神
障
が
い
関
係

の
医
療
制
度
の
拡
充
も
あ
り
、
保

険
医
療
課
の
業
務
量
は
非
常
に

多
く
、
平
成
２８
年
度
の
職
員
１
人

の
時
間
外
勤
務
の
１
カ
月
平
均

は
約
２9
時
間
で
あ
っ
た
。
正
規
職

員
は
経
験
の
あ
る
職
員
を
配
置

し
、
非
常
勤
職
員
は
医
療
事
務
の

有
資
格
者
を
任
用
し
て
い
る
。
生

命
と
健
康
に
携
わ
る
重
要
な
部

門
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

入
り
口
と
も
な
り
、
今
後
も
税
、

福
祉
、
健
康
部
門
と
連
携
を
と
り

進
め
た
い
。

今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。
こ
れ
に
よ
り
市
町
村
と

県
の
仕
事
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

９
月
に
試
算
が
県
か
ら
提
示

さ
れ
、
１０
月
に
国
か
ら
仮
係
数
が

出
さ
れ
、
１１
月
に
３０
年
度
の
推
計

が
提
示
さ
れ
る
。
こ
の
推
計
を
１１

月
開
催
予
定
の
国
保
運
営
協
議
会

に
諮
り
、
１２
月
議
会
に
報
告
し
た

い
。
そ
の
後
、
条
例
改
正
案
が
予

算
案
と
と
も
に
３
月
定
例
会
で
審

議
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
県
の
役

割
は
全
域
の
広
報
事
務
、
医
療
費

の
通
知
、
後
発
医
薬
品
の
差
額
通

知
や
県
域
で
の
医
療
給
付
費
等
の

適
正
化
対
策
及
び
保
健
事
業
の
推

進
な
ど
で
、
市
の
役
割
は
国
保
資

格
の
取
得
・
喪
失
、
世
帯
変
更
等

の
資
格
管
理
、
保
険
税
の
賦
課
徴

収
、
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
保
健
事
業
の
実
施
や
窓
口

業
務
な
ど
で
あ
る
。

納
付
金
の
確
定
通
知
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
保
険
税

が
上
が
る
場
合
の
激
変
緩
和
措

置
は
。標

準
保
険
料
率
の
導
入
が
決

ま
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
本
市
の

保
険
税
率
か
ら
見
て
、
上
が
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
早
く
標
準

保
険
料
率
を
示
す
よ
う
県
に
要
望

し
て
い
る
が
、
来
年
度
か
ら
新
た

に
負
担
す
る
国
保
の
国
保
事
業
納

付
金
の
確
定
通
知
も
ま
だ
届
い
て

い
な
い
。
保
険
税
の
大
幅
な
上
昇

に
つ
い
て
は
６
年
間
の
激
変
緩
和

措
置
が
決
ま
っ
て
お
り
、
算
定
さ

れ
た
保
険
税
額
に
段
階
的
に
近
づ

け
て
い
く
。
２８
年
度
１
人
当
た
り

の
保
険
税
額
か
ら
激
変
緩
和
の
一

定
割
合
を
決
め
、
安
く
な
る
と
こ

ろ
は
県
繰
入
金
配
分
を
薄
め
、
高

く
な
る
と
こ
ろ
は
手
厚
く
配
分
す

る
方
針
が
出
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
国
保
財
政
は
９
年
間

で
延
べ
１6
億
円
の
黒
字
だ
が
、
県

単
位
化
す
れ
ば
保
険
税
は
上
が
り
、

収
納
率
は
強
化
さ
れ
、
本
当
に
困

っ
て
払
え
な
い
方
に
対
し
て
の
免

除
規
定
も
、
行
き
届
い
た
申
請
減

免
制
度
も
な
く
な
る
。
分
庁
舎
に

移
る
業
務
も
あ
る
な
か
で
、
市
民

に
そ
れ
を
説
明
、
周
知
で
き
る
の

か
。
他
県
で
は
統
一
保
険
料
率
の

実
施
時
期
を
見
直
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
保
険
料
の
問
題
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
に
は
十
分
に
説
明
を
し

て
い
き
た
い
。
県
単
位
化
で
安
定

し
た
財
政
運
営
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
全
国
で
９
府
県

が
統
一
保
険
料
を
目
指
し
て
い
る

が
、
県
も
「
奈
良
モ
デ
ル
」
と
し

て
統
一
し
た
標
準
保
険
料
率
を
目

指
し
て
努
力
す
る
の
で
、
そ
の
推

移
を
見
守
り
た
い
。

３３
万
円
以
下
の
所
得
の
方
が

保
険
料
を
払
え
な
い
と
い
う
状
況

で
、
６
年
間
で
激
変
緩
和
措
置
は

終
わ
る
が
、
７
年
目
以
降
は
市
が

措
置
を
と
る
の
か
。「
奈
良
モ
デ

ル
」
で
県
は
進
め
て
い
る
が
、
あ

と
半
年
し
か
な
く
遅
れ
て
い
る
が

市
長
の
考
え
は
。

今
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
国
保

会
計
は
市
町
村
の
６
割
が
赤
字
で
、

赤
字
額
は
全
国
で
総
額
３
，
５
０

０
億
円
に
な
る
。
約
１０
年
前
か
ら

市
町
村
長
や
知
事
と
国
保
広
域
化

の
議
論
を
し
、国
に
先
駆
け
て「
奈

良
モ
デ
ル
」
が
動
き
始
め
た
。
国

保
だ
け
で
な
く
共
済
組
合
等
各
保

険
組
合
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
県
は
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
高
め
、
医
療
費
が
下
が
る

よ
う
努
力
し
て
き
た
。
６
年
間
の

激
変
緩
和
措
置
は
他
府
県
に
は
短

い
が
、
奈
良
県
に
と
っ
て
は
今
ま

で
段
取
り
を
し
て
き
た
も
の
で
、

我
々
の
想
像
よ
り
も
い
い
数
字
が

出
る
と
期
待
し
て
い
る
。
医
療
や

介
護
を
含
め
た
保
険
料
抑
制
の
１

つ
が
国
保
の
広
域
化
だ
と
考
え
て

い
る
。
当
市
も
最
善
の
努
力
を
し

て
、
他
市
町
村
や
国
・
県
と
と
も

に
い
い
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し
た

い
。

国
保
県
単
位
化


